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三次元水ナノシートを用いたプロトン伝導
パスの構築と伝導メカニズムの解明
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燃料電池の更なる高機能化・低コ

スト化・環境調和性の改善を実現

する上で、プロトン伝導膜設計技

術の刷新は不可欠な課題である。

これまで我々は、図に示したよう

な三次元連続性と立方周期性を持

つジャイロイド曲面（界面）上に

酸性官能基と水分子を配列するこ

とで、極めて優れたプロトン伝導

膜を開発してきた。本研究では、

このジャイロイド界面上に沿った高速プロトン伝導現象

に、膜中の” 水分子のダイナミクス” がどのように関与し

ているかを明らかにしていきたいと考えています。

水圏環境で生体分子と会合体を形成する
発光性希土類錯体の開発
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水溶性分子へ水素結合部位を導入

すると水圏環境で分子間ネット

ワークを形成する。本研究では、

水素結合部位を含む水溶性希土類

錯体の水圏環境中における会合形

成を行う。具体的には、水溶性 Eu

(III) 錯体にアミド結合部位を導入し

た会合体：アミド Eu(III) ミセルを

開発し、この会合体とアミノ酸等

とのネットワーク形成による水圏

環境での会合体の形成を検討する。さらに、タンパク質

との会合体形成を行い、水圏環境におけるタンパク質の

動的構造変化を Eu(III) 

部位の発光寿命解析に

よって評価する。

ニッケル錯体塩の水圏での自己組織化を利用
したアンバイポーラー電荷輸送性薄膜の開発
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水圏の活用により、ニッケル錯体

を用いた高移動性のホール・電子

輸送性（アンバイポーラー）材料

を開発します。ニッケル錯体は、

単分子量アンバイポーラー型材料

のための厳しい電子的要請を満た

す稀有な材料ですが、薄膜化が困

難とされてきました。本研究では、

ニッケル錯体の合成前駆体が親水

性のアニオン塩であることに着目

し、水圏での広範囲塗布

化による高移動性薄膜の

実現を目指します。さら

に対カチオン種の交換に

よってベシクルなどの構

造体を構築し、水中での

特異な電子機能性を見出

します。

N-ビニルアミドに特徴的な水和挙動解析と
化学結合型表面修飾による新規ゲル材料創出
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N- ビニルアミドは、高分子ゲルで

一般的に用いられているアクリル

アミドの構造異性体であり、ハイ

ドロゲルでは水分子の配位構造が

異なると考えられている。この特

徴的な水和構造を活用して高分子

ゲルを発展させるべく、モノマー

構造設計や精密重合法によって N-

ビニルアミド系ポリマーにおける

アミド基と水分子との相互作用を

理解し、N- ビニルア

ミド系ポリマーの水和

制御を目指す。また、

ポリビニルアミン前駆

体という特徴を活か

し、ハイドロゲル表面

を化学修飾型で置換基

を導入し、新しい水圏

ゲル材料を創成する。




